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〔『仁顕王后伝』『癸丑日記』に続いて，この論集の場を借り，『閑中録』を訳出し

てみたい。前の二作についてはそれぞれ仁顕王后，仁穆王后のそば近くに仕えた内

人の作であるということ以上は不明だが，『閑中録』の作者は英祖の子で悲運の死

を遂げた思悼世子の籟であった恵慶宮洪氏その人である。その生い立ち，執筆の事

情については本文の中で子細に述べられている。十八世紀後半の朝鮮王朝のありよ

うとその失のみがあげつらわれがちな儒教に裏打ちされた支配階級の最も良質のエ

トスをうかがうことができる。この『閑中録』の訳によって，朝鮮宮中小説三部作

の翻訳作業を終え，訪れるたびに暖かくもてなしてくれる友人たちとその風土に

対して決して報いきれない礼の一片としたい。なお『韓国古典文学大系6せ号尋

閑中漫録』（教文社）を底本とした。〕

　わたくしは幼くして宮廷に入ることになったために，実家とは手紙の往復を朝夕

に行ったが，わたくしの手跡が多く残るのを懸念して，今は亡くなったお父さま1）

はいつもわたくしを教えさとし，

　「民間からの手紙が宮中に入っていくのはみだりがましいことはあるまいか。ま

　た見舞いのことば以外に事細かに書くのはもってのほかで，道理にかなわないこ

　とだ。朝夕の封書の返答には，その紙に消息だけをしたためて送るように」

とおっしゃった。そこで，亡くなったお母さま2）が朝夕にくださる機嫌うかがいの

封書には，お父さまのことばどおりに，その封書の紙の上のあたりに簡単に消息だ

けをしたためて送り返した。実家の方でも，わたくしのしたためた文字はすべて水

に洗い流して，わたくしの筆跡はほとんど残らないようにしたために，伯姪の守

栄3）はいつも，
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　「本家には叔母さまの手跡がまったくございませんので，どのような文字でも結

　構ですので，おんみずから書いたものをいただければ，叔母さまの品質が保存さ

　れて，一家の宝物となることでしょう」

といって，しきりに催促したが，暇がなくてなかなかかなわなかった。乙卯の年

（1795）になって，わたくしも還暦を迎え，亡夫への追慕の思い4）が今なおやみ難

く，また三月を過ぎるころから，気力もしだいに衰えていくようで，わたくしがこ

れまで感じたこと，経験したことどもを，心に思い浮かぶままに記録してみようと

したものの，百のうちの一つの外には書かなかった。

　先の英祖の御世の乙卯の年（1735），六月十八日の午の刻に，お母さまは盤松坊

居平洞にあるご実家の李氏宅でわたくしをお産みになった。前日の晩，お父さまは

黒龍がお母さまのいらっしゃるお部屋の天井にひそんでいる夢をご覧になったが，

生まれたわたくしが女子であったために，その夢のきざしに合わないと，不審にお

思いになった。お祖父さまの貞献公5）がやって来られ，のぞきこんで，

　「この子はたとえ女子であっても，並みの子ではない」

とおっしゃって，特にかわいがってくださった。

　産後，三七日がたって，家に戻ることになったとき，ひいお祖母さまの李氏6）は

わたくしをご覧になって，

　「この子は他の子とちがうので，たいせつに育てなさい」

とおっしゃり，将来を期待して，乳母をみずから探してつけてくださった。わたく

しがようやく大きくなるにつけても，お祖父さまは格別にかわいがってくださっ

て，その膝もとに置いて，かたときも離さず，いつも冗談のようにして，

　「この子はまだ幼いが，成人を早くすませよう」

とおっしゃっていた。わたくしにはそのことばの意味がよく飲みこめなかったもの

の，そうしたことを宮廷に入った後に回想してみると，わたくしの一生について思

い当たるふしがあり，おふたりの王さまのもとで重い地位にいらっしゃった方のそ

うしたことばには，なにか予感めいたものがおありだったのだろうか。

　わたくしが幼かったころには，お姉さまがいて，お父さまとお母さまはわたくし

たちを二つの玉のようにかわいがられたが，そのお姉さまがはやく死んで，わたく

しが慈愛を独り占めするようになったのは，まったくもって天倫の目論見の外で

あったろう。お父さまとお母さまのしつけは厳しいもので，特に大きなお兄さま7）

170 2



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』e（梅山）

については峻厳にお教えになった。しかし，わたくしは女子であったから，お父さ

まの愛情もおのずから別で，わたくしもいっもいっしょにいて，お父さまとお母さ

まのおそばを決して離れようとはしなかった。しだいに物こころついていったが，

事の大小を問わず，心配をおかけすることが少なかったから，そのため，お父さま

もお母さまもいっそうわたくしをかわいがってくださった。わたくしがいくら女子

の身の上であっても，心中にどうしてそのことに感激することがおろそかであった

ろうか。お父さまとお母さまが異常といっていいほどにわたくしを偏愛してくだ

さったことを考えると，不肖のこの身が宮廷に入ることになって，それを考えるご

とに，いつも涙がこぼれて，心が痛む。

　貞献公は永安尉8）の曾孫であって，貞簡公9）の孫子にあたる。命正公10）が愛した

二番目の子息として，安国洞に新しい屋敷を作り，分家なさった。その屋敷と庭園

の規模は宰相のもののようであったが，財産を分けてもらうことはせず，貞献公の

生活はいつも貧窮していた。だが，伯祖の参判公11）がお父さまを至極に愛し，い

つも額をなで回して，笑いながら，

　「この子はサ梧陰12）と同じ運命のようなものをもっており，今はたとえ困窮し

　ていても，将来はきっと富裕になるだろう。人は，昔から，後に幸福になる者

　は，若年に苦労をするのが法というもの」

といって，あえて財産を多くわけ与えることをなさらなかったが，これはやはりひ

とえにご自身の弟を愛する心から出たものであった。そうした目論見にはみな感嘆

したものの，わが家の生計は切迫することが多かった。貞献公はその身分は尊く

て，職分は尚書13）に至りはしたものの，心は清廉のままで，産業をおろそかにお

考えになったために，家は貧しく，たんなる寒士のようであった。

　継祖母14）は学問をなさったソンビ15）の娘であって，本来の学識が人とはちがっ

ていた。その性行も賢淑かつ仁慈であり，貞献公がこれを敬いなさることはおごそ

かで，まるで客人のごとくなさった。屋敷の中の生活と食事の切りつめ方も，貞献

公の清徳をうかがって，一味淡泊といったところ，はなはだ倹粗に過ごされた。そ

のために，お母さまも宰相の家の長女であるにもかかわらず，一年の間，ひとそろ

いの緋綴の服を着られることもなく，手箱にはまたなにがしかの装身具さえもな

く，外出のための衣服もひとそろいの他にはなかった。そうして，垢がつけば，み

ずから洗って，機織りと針仕事とで夜を明かされたので，下の部屋では空が明らむ

まで，灯火がともっていた。お母さまはみずからそうして夜を徹して仕事をするの
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を，老若の僕たちが見て気を遣わないようにおもんぱかり，窓に黒い布をかけてお

いて，人びとが称賛することを避け，苦労を隠そうとなさった。寒い夜に根をつめ

て，手がこごえたりなさったが，それで患われるようなことはなかった。また衣服

の節度を守り，子女に服を着せるにしても，はなはだ倹素ではあったが，それでも，

適期，適時には用意してくださった。わたくしたち兄妹の着るものも粗い織りで木

綿であったが，いつも清潔なものを着せてくださった。お母さまは喜びと怒りの感

情を軽々しく表に出すことはなく，気性がおだやかな中にも，厳粛でいらっしゃっ

たので，家中の者みながその徳性をあおぎ見て，しきりに感嘆するのだった。

　わが家は都尉の後商で，両班の大族であり，外家の李氏は清吏の門戸であった。

わが伯姑母16）は名官の妻となり，仲伯母17）は顕宗の子息の青陵君の息子の嫁で

あった。季姑母18）は吏部尚書の嫁であり，仲母19）は吏部侍郎の娘であった。こう

した一門の婦女の内外での名閥ぶりが世の中の称賛を受けたが，これらの婦人たち

には世俗の婦女にありがちな傲慢な態度と奢修なることがいささかもなく，季節ご

との祭りに際しての集まりにはお母さまが上への応対と下への接触をねんごろに

行って，情宜に厚かったので，家の中は和気藷々としていた。そのようなところ

に，幼いころから育って，わたくしが深い感化を受けないはずがあろうか。仲母は

なかでも徳行が人に抜きん出ていて，あらゆることの処理において姑をたてて，身

のこなしが高潔で，文識も卓越しており，まさに林下の風味，女中のソンビといっ

てよかった。その仲母がわたくしをかわいがって，オンモンを教え，その他さまざ

まな指導を格別にしてくださったので，わたくしはお母さまと同じように崇めたも

のだから，お母さまはいつも仲母に，

　「この子はあなたにそれはそれはよくなついておりますね」

と，おっしゃっていた。

　貞献公が庚申の年（1740）にお亡くなりになって，お父さまがお哀しみになるご

様子は仰ぎ見ることもできないほどであった。

　三年の間，社壇に仕え，昼夜に精誠を尽くされたが，三年の喪を過ぎても，さら

に喪に服そうとなさった。わたくしは蒙昧ではあったが，どうしてお父さまの孝心

にあえて見習わないことができたろうか。お父さまの行実は人とは異なり，毎日，

暁には祭壇で拝礼して，朝になると継祖母にあいさつをして，温和なことばと柔和

な顔色をもってお仕えしたが，対する継祖母はお父さまを愛し，これに期待なさる

ことは格別で，見ること，聞くこと，すべてに感服なさった。
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　お父さまは上には二人の姉上に仕えることが特別で，下には弟に教訓することが

きわめて厳しかったが，その弟からはかえって慕われなさった。辛酉の年（1741）に

伯姑母が流行病いにかかり，親族はみなこれを避けるようにしたが，お父さまは，

　「はらからの病を見ないようでは，なにがはらからの情であろうか」

と，おっしゃって，みずから看護なさった。しかし，その甲斐もなく，伯姑母はそ

の病でとうとうお亡くなりになったので，手ずから葬礼を丁重に執り行われた。そ

うして，その子どもたちの身が散り散りにならぬよう，仁者らしく救済なさって，

そのうちの一人はみずからの手もとに引き取って，育て上げ，婚礼まであげさせな

さった。かくも親族間の敦睦なる風が厚く穏やかであって，李進士宅，李南平宅に

嫁がれた二人の姑母もこちらの家にしきりにおよびになったが，そこにも孝道の一

端をうかがうことができよう。継祖母に養育を受けたという恩恵を忘れることな

く，祭祀には必ず参礼して，哀悼なさることが，実の母親の忌と異なることがな

かった。これらのことは，わたくしがまだ親元にいたときに拝見したことであった

が，また，学問に力を尽くして，有名なソンビたちと学問についていつも議論な

さっていて，交親師友たちがたがいに尋訪しない日はなかった。

　お母さまは庚申の年（1740）の後，三年の喪を礼法通りに，みずから整えて，執

り行われた。身のこなしは礼にのっとり，朝は早くに髪を洗って櫛で硫き，お姑の

お見舞いに時を違えず，髪を硫いて結い上げていらっしゃらなければ，あえて仰ぎ

見ることをせず，いつも大きなチョゴリを着ていらっしゃらないときはなかった。

お父さまを敬いなさるさまは，凡俗の婦女とはちがっていたが，お父さまのお母さ

まに対する恭謙ぶりもまた格別であったことが，忘れることができない。

　お母さまは丁未の年（1727）に黄海道の海州監営20）で婚礼をお挙げになったもの

の，すぐに外祖父2Dの葬礼に遭ったために，新婚の礼は整えることもなくて，翌

年に延ばされることになった。また，戊午の年（1738）には外祖母の葬事に遭い，

哀惜がはなはだしかったが，実家に長くとどまることはできず，嫁ぎ先の洪氏宅に

戻られたが，兄弟姉妹方もいつもいっしょにやって来られた。お母さまの実家が清

貧であることについては世間でも有名で，もともと兄弟姉妹のあいだの友愛がまれ

なほど厚い上に，婦女子たちも相和していらっしゃった。内舅の知礼公22）の夫人

の洪氏が，小姑にあたるわたくしのお母さまを応対なさるさまは特別にねんごろ

で，内舅はわたくしを格別に愛してくださったし，また外従兄の山重氏などもいっ
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も親切であった。

　お母さまの姉妹はお三方で，そのうち金生員夫人は早く寡婦となったが，お母さ

まは極尽にお世話して，葬事のあとには，いとこたちを気の毒に思って，わが子と

同じようにかわいがり，糧食と衣服を整えて，飢えと寒さをしのがせ，後には嫁取

りまでさせておやりになった。いとこたちはいつも，

　「他の人はみなただひとりしか母親がいないのに，わたくしたちにはふたりの母

　親がいる」

といって，感激していた。

　そのいとこの金履基氏は辛酉の年（1741）の晩春に外家で婚姻を執り行い，お母

さまもそちらにいらっしゃった。おばさまの宋参判夫人の長女は後にわたくしども

の季母23）になられたが，子どものころはいつも外家でいっしょに遊んでいたもの

だった。季母はいとこの金履基氏の婚姻のさいには華麗に着飾って参礼したが，わ

たくしはそのとき，まだ正装をする年齢になっていず，模様のない白い服を着てい

たので，お母さまがわたくしに，

　「だれそれはあんなにきれいに着飾っているのに，おまえは質素ななりで，おま

　えもさぞあの子のように着飾りたいことだろう」

とおっしゃったが，

　「わたくしはお祖父さまの喪服を着ているので，他の子たちのように色服を着よ

　うとは思いません」

と，わたくしは答えた。

　わたくしはずっとお母さまのそばにいて，門の外に出ることもしなかったし，幼

くて物事を知らず，わざとさかしらぶった答を考えたわけではなかったが，こうし

たことも，きっとお父さまとお母さまの口常の教訓が幼いわたくしに及んだもので

あったろう。

　癸亥の年（1743）の三月，お父さまが太学掌議24）として崇文堂において王さまに

拝謁なさることになった。そのとき，お父さまの春秋は三十一で，資質が金玉のよ

う，風采は鳳鳳のようで，儒生たちの中でも抜きん出ていらっしゃった。人との応

対と日常のふるまいがみな清潔であったので，王さまにはことのほかお気に召され

た。王さまにお目通りした後に，科挙が行われることになって，儒生たちが「願っ

てもない機会だ」と気負いたったが，王さまの意がお父さまにあったことは明らか

であった。しかし，堂叔25ぽでがわが家にやって来て，うれしい及第の通知を
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待っていたが，及第することなく帰って来られたとき，わたくしも失望して泣いた

ことだった。その年の秋，諮陵26）への参拝が行われたが，これがわが家で庚申の

年（1740）のお祖父さまの死後，官禄を受けるようになった始めであった。全家中

がこれを喜んだが，お母さまはその最初の封禄を一家親族にひとしく分け与え，家

には一升の米も残されなかった。

　その年に王世子の墳を選ぶことになったので，単子27）を出すよう命令が下って，

ある人は，

　「ソンビの子女はお妃選びには参与しない方が害がありますまい。単子はお出し

　にならないことですな。貧しい家では衣装を整える気苦労だけでもたいへんで

　す」

といったが，お父さまは，

　「わたくしは代々禄を食んできた臣下の身であり，娘は宰相の孫娘です。どうし

　てお上をいつわることができましょう」

といって，単子をさしあげたが，そのときのわが家といったら極貧のありさまで，

衣装を新たに作って着ることができないので，チマの生地は兄の婚姻に使ったもの

で間に合わせ，服の中には古いぼろぎれを入れて着ることにして，そのほかの婚姻

の準備は母親が借金をしてまで用意してくださったが，その心労なさった様子が今

でもまぶたに焼き付いている。九月二十八日に初めてのお目見えとなり，英祖大王

はこのつたないわたくしの才質を称賛なさることがはなはだ過ぎて，格別にかわい

く思ってくださったようだった。また貞聖王后28）はわたくしの性格に浮わついた

ところのないのをご覧になり，宣禧宮29）はわたくしがお目見えの席に出て行く前

に，あらかじめわたくしをご覧になるや，和気が表情にみなぎって，いとおしんで

くださった。左右に宮人たちが居ならんで見守っているので，わたくしは心身とも

にはなはだ疲れたが。下賜品をくださるのにともない，それにわたくしが返礼する

挙動を，宣禧宮と和平翁主30）はつぶさにご覧になって，いちいち礼儀にかなって

いることとうなずかれた。そのまま退出してきて，お母さまの横でその晩を寝て過

ごしたところ，翌日の早朝，お父さまがいらっしゃって，お母さまに，

　「この子をどうもお気に召したようなのだが，さてどうしたものか」

とおっしゃって，むしろ心配なさっていた。

　「寒微なるソンビの子であるとして，取り上げられなければ，いいのだが」

とおっしゃるお父さまとお母さまのことばを夢うつつに聞いて目覚め，心がはげし
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く動揺して，しとねの中でおおいに泣いた。宮中でみながかわいがってくださった

ことが思い返され，またおどろいて，すこしも心楽しむことがなかった。お父さま

とお母さまはかえってそういうわたくしをなぐさめて，

　「おまえはなにもわからなくていいのだよ」

とおっしゃっていた。そうして，わたくしは初めてのお日見え以来，はなはだ憂諺

な気持ちでいたが，それは心ならずも宮廷にはいって，無数の変遷を経験すること

になるのを，心におのずと予感してのことであったろうか。そのとき，一方ではた

いへんなことと思いながらも，その一方では人事不省でぼんやりとしていた。

　そのお目見えの後というもの，親類の者でわが家を訪れる者が多くなり，絶縁し

ていた下人たちもふたたびやって来るようになって，人情と世態というものがよく

わかったものだった。

　十月二十八日に再度のお日見えがあって，わたくしも心中ひとかたならずおどろ

き，お父さまとお母さまも心配しながら，わたくしを宮廷に送りだし，なんとか選

に洩れてくれないかと望んだものの，宮中に入って行くと，そのときにはすでに本

決まりになっていたようで，わたくしの臨時の居所も決まっており，応接する様子

も他とは異なっていたので，いっそう心に恐縮した。王さまの御前に参るときも，

他の処女たちの場合とは異なり，簾の内にまで入って行くと，英祖大王が頭をやさ

しく撫でて，

　「わたしも，息子に美しい嫁をもろうたことだ。お嬢ちゃんのお祖父さんを思い

　出すわい」

とおっしゃり，また，

　「お嬢ちゃんのお父さんを，わたしは見て，人物を得たと喜んだものだったが，

　なるほど，なるほど，あの者の娘なのだな」

とおっしゃって，お喜びになった。貞聖王后と宣禧宮とはわたくしをたいへん気に

入ってくださって，喜ばれたし，翁主たちもみなわたくしの手をとらえて，かわい

がってくださった。そのまま外に出してもらえず，景春殿31）という建物にとど

まって，行儀よくじっとしていると，昼食をふるまわれ，内人32）がわたくしの着

ていた服を脱がせて寸法をはかろうとしたが，わたくしが脱こうとしないので，そ

の内人がわたくしをなだめて，ようやくのことで脱がせて，寸法をはかった。その

ときのわたくしの気持ちといえば，おどろきと恐しいのとで涙がこぼれるのをこら

え，やっと籠に入って，泣きながら退出して来たが，籠が多くの下人たちに担がれ
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て出て行くときの，そのおどろきは比べるものがなかった。道では宮廷の女僕たち

が黒い服を着てずらりと立ちならんでいて，これもやはり目を見張らせるもので

あった。

　家にたどりついて，籠を舎廊の門から入れると，お父さまが簾をお上げになった

が，いつもとちがって礼服を着ていらっしゃる。そのみずからの手でわたくしを抱

えて降ろしてくださったが，おそれおおく，つつしむ気持ちでいっぱいで，不安に

もなり，わたくしはお父さまとお母さまにつかまったまま，涙がこぼれおちるのを

禁ずることができなかった。お母さまは服の色を直し，床に紅の敷き物をしいて，

中宮の宮殿の方角には四拝し，宣禧宮の方角には二度拝して尊んで，恐縮なさって

いたが，そのお気持ちはおしはかるべくもないものであった。

　その日から，お父さまとお母さまはわたくしに対することばつかいをただされ，

一家の大人たちがわたくしに対してうやうやしく接するようになったので，わたく

しは不安にもなり，そこはかとない悲しみは形容できないほどであった。お父さま

は心配なさり，わたくしに訓戒をお与えになることばは千言万言を重ねるほどで

あったが，どのような罪があってこうしたことになったのか，わたくしにはわから

ず，お父さまとお母さまのそばを離れることになるのが悲しく，幼いながらも肝腸

が溶けてしまうようで，なにごとにも興味がもてなかった。

　近い親戚や遠い親戚が，わたくしの入内前の姿を見ようとしてわが家を訪れない

者とてなく，遠い親戚は外で応接して帰らせたが，楊州の曾大父33）以下にもおめ

もじしたとき，大父34）のおひとりがいましめて，

　「宮廷のきまりは厳しくて，お入りになった後は，永遠のお別れになろう」

とおっしゃり，また，

　「わが身をつつしんで，気をつけて過ごされるように」

と続けて，

　「名前が鏡である鑑の字と，助ける意の輔の字を，お入りになった後は，お考え

　ください」

とおっしゃった。その洪鑑輔という大父は，いっもは拝見することもなかったが，

そのことばを聞くと，自然に悲しくなった。

　三度目のお目見えが十一月十三日で，残された日々がだんだん少なくなって，憂

彰で，悲しく，恐ろしく，夜になれば，お母さまの懐で眠り，姑母と仲母のおふた

りはわたくしの頭を撫でさすって，わたくしとはなればなれになるのを悲しんでく

9 177



ださった。お父さまとお母さまはまた昼夜を問わずにわたくしをかわいがり，いと

おしんでくださって，ずっとお眠りになれないほどであった。わたくしは今でもそ

の当時のことを思い出すと，胸襟が痛くなる。

　二度目のお目見えの翌日，乳母の崔尚宮と色掌35）の金薪孝徳という内人がわが

家にやって来た。崔尚宮の風体は大きくて，厳然としており，神経の細やかな他の

宮女たちとはどこかちがっていて，歴代に仕えて，礼節もよくわきまえ，よこしま

なところがすこしもなかったので，お母さまも気に入って，喜んで応接なさった

が，このふたりはわたくしの衣服の寸法をとりに来たのであった。そうして，三度

目のお目見えの際には，崔尚宮はふたたびわが家にやって来て，色掌としては文寄

大福という内人がいっしょで，貞聖王后から賜わった草緑色のトユタンという布で

できた唐衣，松花色の葡萄紋椴のチョゴリ，紫色のトユタンのチョゴリーそろい

と，真紅の文綴のチマとムシの上着などをもってきた。

　わたくしは幼くて，このようなものを今まで一度も身につけたことがなく，また

他人が身につけているのを見て羨んだこともなかった。わたくしの近い親戚に，年

ごろも同じような女子がいたが，その家は豊かで，たいせつに育てられ，衣服や装

飾品でもっていないものはなかったが，わたくしはそれを羨んで見たことがなく，

ある口も，その女子が色鮮やかに刺繍をしたチマを着てわが家にやって来たが，そ

の模様がたいへんきれいだったので，お母さまがご覧になって，

　「おまえも着たくはないかい」

とおっしゃったが，わたくしは，

　「あのような服があっても，避けて着ない方がいいし，ないのに，わざわざ新た

　にこしらえて着るのはいやです」

と答えたところ，お母さまは感嘆して，

　「おまえは貧しい家の娘とはいえ，どうしてまた，そのようにできているのだろ

　う。おまえが結婚するときには，きっときれいなチマをこしらえて，今日，おま

　えが幼いながらもいった一言のご褒美にしましょう」

とおっしゃった。そのわたくしが今このように成長したので，お母さまは涙を流し

ながら，

　「美しいチマを着ないで，このわたしがこしらえたチマを着ていこうというの

　は，考えるだけにとどめておきましょう。宮中に入ればもともと私服は着ないこ

　とになっているし，ただ，わたしの作ったものを着てほしいという願いだけはか
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　なえてほしい」

とおっしゃって，二度目のお目見えがあって，三度目を控えていたころ，そのこし

らえたチマを着せてくださり，感慨もひとしおのご様子であったが，わたくしもそ

れを着て，涙を流した。

　わたくしが思うに，宗家36）の祭壇と外祖父母の祭壇にはなにはともあれお別れ

を告げるべきであって，

　　「ぜひお参りしておきたい」

といったところ，錦城尉37）の兄嫁というのがわたくしの仲姑母の小姑にあたるた

めに，つぎつぎと伝わって，宣禧宮の知るところとなり，王さまご自身が，

　　「参ってくればいい」

とおっしゃったので，わたくしはお母さまといっしょに一つの籠に乗って，宗家に

出かけた。堂叔38）は内外に娘がなかったので，いつもわたくしを連れて帰っては，

あるいは泊めたり，あるいはまた送ったりして，かわいがってくださったが，王さ

まはそれを知って，

　「大礼をいっしょに後見するがよい」

とお命じになったので，堂叔は国婚が定まった後には，わが家にやって来て，お泊

りになることもあったのだった。

　堂叔母39）はわたくしを見るなり，喜んで，祭壇に連れて行って，お参りさせな

さった。宗家の祭壇に対しては，子孫は庭で敬礼するのがきまりであるのに，わた

くしは正堂に上って敬礼させられたので，心におどろかないわけはなかった。その

日また，外家に出かけたところ，外三寸の夫人40）がわたくしを見て喜んで，手の

とどかないところに嫁いでいくのを悲しんでくれた。いとこたちも，それまでは，

わたくしが行けば，おんぶをしたり，だっこをしたりして，いつも親しく遊んでく

れたのに，その日は遠くにはなれて座り，うやうやしくふるまったので，わたくし

の心は悲しかった。申氏に嫁いだ外四寸のいとことは特別に仲がよかったから，別

れるのはことのほかに悲しかった。

　おふたりの嬢母さま41）にお会いして，家に帰って来たが，いつしか日が過ぎて，

三度目のお目見えの日が近づいて，姑母さまたちが，

　「家の中をもう一度すみずみまで見ておいてはいかがでしょう」

とおっしゃって，十二日の晩に連れて行かれた。月の光りが明朗で，眼に当たる風

が冷たくて，姑母さまがわたくしの手をとって，涙をこぼされた。部屋に帰って，
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じっとがまんしていたものの，まどろむこともできなかった。翌日早く，

　「宮廷にお参りになるように」

という催促があったので，宮中から三度目のお目見えに着るようにといただいた衣

服に着替えた。遠い親族の婦女たちがその日やって来て，別れを告げ，近い親族た

ちは別宮にまで行をともにすることになっていた。祭壇に参って，別れを告げる茶

礼を行って，祝文を唱えた。お父さまは涙をおこらえになっているご様子で，だれ

もがみな，なかなか暇を告げることができない，その情景をどう表現すればいいだ

ろうか。

　宮廷に参って，景春殿で休息し，通明殿42）にうかがって，三殿43）にお会いした。

仁元’王后44）ははじめてわたくしをご覧になって，

　「なんとまあ，美しい子だこと。これは国の福というべきです」

とおっしゃった。大王さまはわたくしの頭を撫でて，

　「こんなにかしこそうな嫁を，わたしもよくぞ選んだものだ」

とおっしゃった。貞聖王后はたいへんお喜びになり，また，宣禧宮が慈しんでくだ

さったことはたとえようもないほどであったので，子どもながら，小さな心の中で

感謝して，仰ぎ見る気持ちがおのずと生まれるのであった。化粧直しをして，礼服

である円杉を着て座り，食膳を響されて，日が暮れかかったので，お三方に四拝し

て別宮に戻ろうとしたが，大王さまは籠に乗るところまでみずからやって来て，わ

たくしの手をとらえ，

　　「気楽な気持ちでいらっしゃい。『小学』を送りますから，お父さまに教えても

　らって，じゅうぶんに気持ちの準備をしてから，やって来なさい」

とおっしゃって，名残を惜しんでくださるのを後にして宮廷から退出したが，それ

からというもの，日がたつのはまことに矢のようであった。

　宮人たちが左右についてはいたものの，わたくしはお母さまを離れて，どうして

やっていけるかと愕然として，夜中に悲しくてたまらなかったが，またお母さまの

心中はどれほど悲しみでいっぱいであったろう。乳母の崔尚宮の性格は厳しくて，

私情がなく，

　　「国のきまりとして，ごいっしょはできません。どうぞ，お下がりください」

といって，お母さまを行かせて，わたくしはそれを追うこともできなかったが，こ

の乳母にはそうしたやさしい人情というものがなかった。

　翌日，『小学』を送ってくださり，毎日，お父さまに教わることとなった。堂叔
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もその場にいらっしゃって，仲父とお兄さまもいらっしゃった。叔父と季父は子ど

もでいらっしゃったが，やはりそこに列席していらっしゃった。

　先の大王さまはさらに教訓の書物を送ってくださり，『小学』を学ぶあいまに読

むようにとおっしゃったが，その書物というのは，孝純王后45）がやって来られた

おりに作られた御製であった。

　別宮に備えておかれた家具調度，屏風や帳などはすばらしいもので，装飾品の中

には，日本の真珠の大きな茄子の形をしたものもあったが，それは宣禧宮が下さっ

たものであった。最初は貞明公主46＞のものであったが，それが孫の趙氏の夫人に

伝わって，その家が売り立てることがあったので，宣禧宮に仕える宮人が因縁が

あって買ったものであった。わたくしは公主の子孫にあたるものとして，宮廷に入

ることになり，ふたたびわが家の宝物をもつようになったというのも，決して偶然

ではなかったろう。

　貞献公は書画を大いに好まれ，四幅の刺繍をほどこした屏風をもっておられた

が，庚申の年（1740）にお亡くなりになった後，仕えていた下人がもっていってし

まい，ことばたくみに宣禧宮の内人にもちこんで買い取らせた。宣禧宮はそれを表

装しなおして，寝室に立てるようにと下さったので，季姑母がそれを認めて，

　「祖父のところにあったものが，禁中に入ってきて，今日，孫娘の寝室に置かれ

　ているのは，まことに不思議なことだ」

と賛嘆なさった。

　また，宣禧宮の八幅の刺繍をほどこした龍の屏風が出されていたが，お父さまは

それを見て，

　「この屏風の中の龍の光彩は乙卯の年（1735）の六月・i一七日のこの子の誕生のと

　きに夢に現われた龍の光彩と同じで，そのとき夢に見た後，思い出すこともな

　かったが，今この屏風を見るに，まさしくあのときの龍にちがいない」

とおっしゃった。おおよそ，繍画にふたたび巡り会ったこと，そして屏風の龍の光

彩がかつての夢を彷彿させたことがきわめて異常であったので，一座の者で感嘆し

ない者はなかった。その龍の光彩というのは，黒い鱗甲の輪郭を金糸で縫ってあ

り，黒と金が混ざりあって，たがいに調和していた。お父さまは，

　「黒龍の形そのものではなくて，その気配が似ているのだ」

とおっしゃって，神妙なこととお考えになった。わたくしは別宮で五十余日も過ご

したが，その間，三殿からは尚宮を来させて，わたくしの安否をお尋ねになった。
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その尚宮がやって来ると，大王さまの意を帯びてのことではあり，実家の者を頼ん

で大いに歓待したが，そのありさまはたとえようのないほどであった。すなわち，

尚宮がやって来れば，盃とお膳を用意し，それに礼官がついてくれば，さらにご馳

走を用意したために，後々までこのわたくしどもの甲子の年（1744）の嘉礼の盛ん

だったことが例として引き合いに出されるほどであった。

　わたくしが別宮にとどまっているあいだ，お祖母さまに病患があって，大婚が

迫っているにもかかわらず，その症状は軽くはなく，お父さまとお母さまははなは

だご心配であった。そのときの状況といえば，家の中は平穏ではあっても，わたく

しを手放すという悲しみがわだかまって，さまざまな気掛かりがとめどなく起こっ

ていたはずなのに，なにごともないかのように別宮に入って来られた穏やかな空気

を忘れることができない。お祖母さまは居所をお替えになることになって，お父さ

まがみずから背負って籠に乗せ，お送りになったが，この消息を宮人たちが聞い

て，たいへんに称賛して，宮廷ではお父さまのお祖母さまに対する孝行の念のはな

はだ強いのを噂しあった。天のお恵みともいうべきか，お祖母さまの病は回復し

て，一国と一家の万幸であったが，今になって思うに，そのときのように慌てたこ

とはなかった。

　正月初九日に績に冊封するということがあって，十一日には嘉礼となり，わたく

しはお父さま，お母さまにお別れする日が迫って，情理としてこらえることができ

ず，一日を泣いて過ごした。お父さまとお母さまもまた人情としてお悲しみになら

ないわけではなかったが，その悲しみにも耐え忍ばれた。お父さまは教訓なさって，

　「人臣の家が外戚となれば，栄華がともない，栄華がもたらされれば，家中が盛

　んになり，そして，家中が盛んになれば，禍を招くこととなる。わが家は都尉の

　子孫で，国恩を世々に受けることきわまりなく，国のためには，熱湯に飛び込

　み，火を踏むことも決して辞さない。だが，白面の書生が一朝にして王室の縁戚

　に連なった。これは福のきざしではなく，禍のきざしというべきであって，今日

　より憂え恐れて，死ぬところを知らない」

とおっしゃって，わたくしの座臥行動についてお教えにならないことはなかった。

　「宮廷にお入りになれば，三殿にお仕えすることに気を配って，孝誠につとめ，

　東宮にお仕えするにもかならず正しくして，ことばをいっそうつつしんで，国と

　家に福をもたらされるように」

　そうおっしゃって，戒めなさることが千言万語であったが，わたくしはつつしん
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で承りながら，涙を禁じえなかった。心が木石でなくて，どうして感動しないでい

られようか。醸礼という酒杯の礼があって，お父さまとお母さまからまた戒めをう

やうやしくうかがったが，そのとき，お父さまは紅色がかった公服と帽子を身につ

け，お母さまは円杉を着て大曲げを結っておられた。一家の者たちがまた別れのた

めにやって来て，宮中の人々が数多く出入りしたが，わがお父さまとお母さまが内

外のことにつけて執り行われる礼が少しも節度にかなわないということがなく，荘

厳かっ端重であったから，見る人が，

　「国はいい親戚をもったもんだ」

といっていた。酷礼の後，宮中に入って，大礼を執り行ったが，十二口には朝見を

なさって，大王さまが，

　「わたしはすでに結納を受け取ったが，舅として訓戒を与えることにしよう」

とおっしゃって，

　「世子に仕えるのに，常に和やかであれ。声と表情は軽々しくなく，たとえ眼に

　つくことがあっても，知らないふりをして，知っているそぶりを見せてはならな

　い」

とお続けになったが，わたくしはその戒めをうやうやしく拝聴したのだった。

　その日，大王さまは通明殿に貞聖王后と宣禧宮をおわたしして，お父さまを引見

なさり，ねんごろにおことばをおかけになって，盃をお与えになった。お父さまは

それを飲み干すと，残った酒を袖でぬぐいとられたが，香りがするように橘の種を

懐になさっていたのだった。大王さまはわたくしに，

　「おまえの父親は礼をよくわきまえている」

とおっしゃった。お父さまはそれを知って感泣なさり，退出してから家の者に伝え

て，

　「聖恩はまことに甚大で，以後，わが家の者は死によってでもこの恩に報いよ

　う」

とお誓いになった。

　翌日，仁政殿47）で進賀をお受けになるとき，わたくしを百官に紹介して，また，

　「実家の人々に見物させるようになさい」

とおっしゃった。その朝賀が終った後に，わたくしが大造殿48）にお見舞いにうか

がったところ，貞聖王后はお母さまを引見して，恩典をお与えになることがまこと

に丁重で，応接なさるご様子はこ白分の家族に対するようであって，
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　「女子をこのように美しく育てあげて，国に慶事を見せたのは，大きな功績と申

　せましょう」

とおっしゃった。仁元聖母は尚宮に丁重に応接させるようにして，みずからは引見

なさらなかったが，その恩恵は大きく，光栄ははかりしれなかった。宣禧宮とも

さっそくお会いして，姻戚のあいだの交わりが実の親子のように和気藷々としてい

た。お母さまはなごやかで，ことばは簡潔な中にも愛情が厚く，へりくだってい

らっしゃったので，宮中では称賛がしきりであったから，そうしたことから，乙亥

の年（1755）のお母さまの葬式の後，貞聖王后と宮廷の年老いた内人たちが悲しみ，

泣かない者はなかったほどで，それほど人心を得ていらっしゃったのであった。

　通明殿で三日の夜を過ごし，儲承殿49）にやって来て，私が過ごすことになる観

煕閣5mに入る様子を見て，お母さまは寂しそうな顔色をいささかも見せず，泰然

と別れをお告げになって，

　「お三方51）があなたをかわいがり，王さまも娘のようにいつくしんでくださる

　が，ますます孝行を尽くして，家と国の福となるように勤めなさい。父母のこと

　をいささかでも思うなら，このことばを肝に銘じるようになさい」

と戒められた。籠に乗るときになって，涙を飲んで，内人たちにくれぐれもとわた

くしのことをお頼みになるご様子がねんごろであったので，宮人たちは感嘆して，

　「お母さまの挙動を拝見したら，どうしてそのご依頼をむげにできよう」

といったものだった。

　十五日には，蒐源殿52）にお参りして，また十七日には宗廟53）にお参りもして，

わたくしが幼いながらも大礼をつつがなくこなし，大曲げを結い，正装をして，さ

したる失敗をすることもなかったので，大王さまは称賛され，宣禧宮も喜ばれたの

で，わたくしもいっそう感激した。

　お父さまは一日と十五日には参内なさり，ご命令があって拝謁なさったが，いっ

も長く宮廷にとどまられることはなく，

　「宮中のきまりは厳しく，宮外の人間が長くとどまることはできない」

とおっしゃって，すぐに帰って行かれたが，やって来られるたびに，こんこんとわ

たくしを諭されたことばはかぞえあげることのできないほどであった。やって来ら

れると，世子にお会いになって，学問を勧めて，特に古文と歴史を学ばれるように

熱心にお勧めになった。景慕宮54）もお父さまに応接なさり，したしくお思いにな

ることは他と異なっていた。お父さまも仰ぎ見て尊くお思いになって，誠をお尽く
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』H（梅山）

しになることいかばかりであったろうか。

　甲子の年（1744）の十月，お父さまが科挙に及第なさったので，景慕宮は

　「妻の父親が科挙に通った」

とおっしゃって，たいへんお喜びになった。わたくしが別の建物にいたおりのこと

で，そこまでわざわざいらっしゃったが，喜色を満面にたたえておられた。当時，

慶恩の国舅55）の家でも科挙は受けず，また，達城のご実家56）でも科挙を受けず，

顕達なさることはなかったから，世子は年はお若いながら，わたくしの実家が科挙

に通ったことを奇特なこととお考えになったのだった。発表の後，宮中に行かれ，

世子はお父さまがいただかれたお祝いの花に触れてお喜びになった。そうして，大

王は昨年の癸亥の年（1743）の科挙に及第しなかったことを気の毒にお思いにな

り，今回の科挙での及第を大いに喜んでくださったが，仁元，貞聖のお二人の聖母

は，

　「実家のものが科挙に及第したのは，まことに国の幸である」

とおっしゃって，わたくしを呼び，お祝いを述べられた。貞聖王后はご自身のご実

家が党争による風霜を経験して57），誤った論におちいられることなく，わが家と

同じく老論を奉じて，親戚のようであったから，わが家の婚姻の嘉礼をたいへん喜

び，さらには科挙の中でも文科での及第であったことを喜んで，涙をお流しになる

ほどで，お心の中でのお喜びはまことにはかりしれないほどであった。

　お父さまはいつも世子の学業のお手伝いをして，ためになる事柄や故人の文を書

いて差し上げた。また，世子が文章を書いてお送りになれば，その評論をしてさし

あげ，世子は侍講院の学員にお学びになるよりお父さまにお学びになることの方が

多かった。お父さまが娘婿の世子に千万年の太平聖君となられることを願うまここ

ろは，ほかの臣下のだれにまねができたろうか。

　わたくしは幼くして宮中に入って，拝見したところ，世子は気品が英偉であり，

孝誠が至極であって，大王さまを恐れ畏んでいらっしゃる上に，まこころをもって

お尽くしになるご様子は神々しいほどで，また貞聖王后に向けられた孝心というの

もなみなみならざるものであったが，実の母親に対してのまこころはさらに表現の

しようもないほどであった。実母の宣禧宮は生まれつき仁愛に富んでいらっしゃっ

たが，おごそかな気品に満ち，みずからの腹を痛めた子どもを愛しながらも，教訓

は厳しくなさった。その子が王世子となるに及んでは，あえて母親としてふるまう

ことをせず，うやうやしくお接しになり，お教えになることも愛情をこめながらも
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厳しくなさったので，これに対して，世子もはなはだ畏まっていらっしゃった。ま

た，宣禧宮はわたくしを世子と変わらずにお愛しくださったので，卑しいわが身に

過分の思し召しをいただくたびに，心に不安を覚えた。

　わたくしは宮廷に入ってから，ご機嫌うかがいをおろそかにすることなく，仁

元・貞聖の両聖母には五日に一度，宣禧宮には三llに一度というきまりになってい

たが，ほとんど毎日のようにうかがって，お仕えした。その際は，宮中のきまりが

厳しくて，礼服を着ていなければ，あえて拝謁することができず，日が遅くなれば

またできないことになっていたので，暁のご機嫌うかがいの時間に遅れることない

ように，ぐっすりと眠ることもなかった。わたくしは宮廷に入るときに，乳母のば

あやと侍碑一人を連れて来た。侍碑の名は福礼といって，お父さまが小科をお受け

になった後に特別にお与えになった侍脾であり，わたくしは小さいときからこの侍

脾と親しんで遊び，離れることがなかったが，たいへん気が利いていて，忠誠を尽

くし，決して身分の卑しい人物のようではなかった。ばあやの性格もまた順直で勤

勉であったので，わたくしはこのばあやと侍碑に頼んで朝早く起こしてもらうこと

を一大事にして，あえておろそかにせず，厳冬，盛暑といえども，また風雨や大雪

の中といえども，ご機嫌をうかがうのに，一度も時間に遅れることはなかったが，

それはこの二人の功績というべきであった。

　その後，ばあやはわたくしのたびたびのお産の世話をして，その功が少なくはな

かったので，その子孫が代々手厚く料布を受け取ることができるようにしてやった

が，八十を過ぎる寿命をまっとうして死んだ。福礼はわたくしに手足のごとくに仕

え，わたくしの心中の悲患苦楽をいわずともよく理解して，五十年のあいださまざ

まな経験をわたくしと分かち合った。庚戌の年（1790）の大慶58）には，産後のお食

事にお仕えして，王さまは尚宮に任命なさったが，七十を越えてもすこしも筋力が

おとろえず，わたくしに仕えるのに，童女のころと変わらなかった。ばあやと福礼

はわたくしによく仕えたことを徳として，一生を健やかにまっとうしてほしいと

思ったことであった。

　昔の宮中のきまりというのは，どうしてあんなに厳しかったのだろうか。お見舞

いのほかにもいろいろと難しいことがあったが，わたくしはそれを決してつらいと

は思わなかったので，このことがまた，昔からのしきたりをなおざりにしない人間

だとして，感心していただいたようであった。

　小姑は大勢いらっしゃったが59），わたくしをかわいがってくださった。わたく
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しは地位相応に応接したものの，ひとつとして行実を学んだわけではなく，ただ孝

純王后にしたがって身を処した。王后とわたくしは年が隔たっていたものの，たが

いに学びあって，仲のよさは格別であった。多くの翁主の中では，和順翁主は温厚

でいらっしゃり，和平翁主は柔順でいらっしゃって，わたくしに応接なさる様はね

んごろであった。下の二人の小姑60）は年ごろがたがいに似たようなもので，尊貴

なお子たちとして遊び道具はすべてそろっていたが，わたくしはいっしょになって

遊ぶことはしなかった。目の前に遊戯の道具が多くあっても，手を触れるのを好ま

なかったので，宣禧宮がいっもねんごろに，

　「心の中では遊びたいさかりであっても，それを我慢して，遊ばないというの

　は，大驚である。宮廷に入って来た道理をよくわきまえて，幼い小姑たちといっ

　しょに遊びほうけていてはいけません」

と訓戒してくださったのを，どうして忘れることができようか。

　癸亥の年（1743）にわたくしが宮廷に入ったとき，仲弟6Dは五歳で，叔弟62）は

三歳であったが，兄弟ともに早熟で，双生児のようであった。お母さまはわたくし

の嘉礼の後，一年に一，二度宮廷にやって来られるおりには，兄弟を連れて来られ

た。大王さまはかわいがって，いつもわたくしのいるところにいらっしゃると，弟

たちを前に立てて，およびになると，巡令守63）のような声で大きく応答したのを

かわいらしいとお思いになった。その後，仲弟が成長して，丙戌の年（1766）に登

科したが，大王さまは，

　「巡令守の応答をした子が及第した」

とお喜びになって，

　「領相はいい子を育てたものだ」

とおっしゃり，儒臣たちと文章を読めば，手をたたいて，

　「よく読んだ」

とほめてくださった。

　景慕宮はいっそうかわいがってくださって，弟たちが宮中にやって来たときに

は，片時もそばを放さず，左右に連れて歩かれた。仲弟が九歳のとき，景慕宮は宗

廟にお参りになったが，平天冠64）が横にあったのを，笑いながら，

　「おまえがかぶってみたら」

とおっしゃったのに対して，頭を抑えて，

　「臣下の身でかぶることはできません」
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と申し上げたので，よくわきまえているのを奇特にお思いになったが，仲弟は畏れ

多くて，冷や汗を流したことであった。

　この間，ほかの子どもたちに比べれば，どれほどにか早熟でなかったことがあろ

うか。宮中のきまりとして十歳を過ぎれば，男子が宮中で宿泊することはできない

ようになっていたが，ある日，景慕宮が何度も呼ばれたので，叔弟が差備門まで

やって来たところ，宙官がなにごとかをいって，無礼だったので，叔弟は痛憤して

入らなかった。景慕宮はみずから差備門までやって来られて，

　「おまえはこのように剛直では，わたしをどうやって助けてくれるのか」

とおっしゃって，扇に詩文をしたためて叔弟にくださったのが昨日のことのように

思われる。景慕宮はその性質が謙虚で，穏和でいらっしゃり，わたくしはひとえに

お慕い申し上げた。

　お父さまは科挙に及第して，七年ほどで大将にまでおなりになったが，その功名

は赫然と輝き，人びとは，

　「王室の近親だから，当然だ」

と噂していたが，宣禧宮はわたくしに用のあるとき，

　「あなたの父上が掌議として崇文堂にいらっしゃったとき，大王さまは初めてご

　覧になって，『今日，実に立派に文章を書く人物を手に入れた。掌議の洪某こそ，

　その人物だ』とおっしゃったのですよ」

と耳打ちなさった。このことで推量しても，大王は，この最初の時から，お父さま

に目をかけなさったので，どうしてただわたくしの父親だからというだけで，重用

なさることがあったろうか。以後，お父さまは経済および軍事など国家の重大事に

当たられて，昼夜に心力を尽くし，寝食を廃して，私事を忘れ，国家の事に没頭な

さり，わたくしを見ても，いつも，

　「聖恩がはなはだ重く，それにどう報いればいいかわからないほどだ」

とおっしゃっていた。

　わたくしは早く妊娠して，庚午の年（1750）に諮昭を産んだものの，壬申の年

（1752）には死なせてしまい，三殿と宣禧宮のみなさまが大いに哀痛なさった。わ

たくしが不孝なためにこうした無残なことになってしまい，罪深く感じていたが，

その年の九月には天が哀れんだのか，主上65）がお産まれになって，わたくしの小

さな福の力でこの年に慶事があったのは予想外のことであった。主上がお生まれに

なって，その風采は英偉であり，骨格は奇異で，まことに龍鳳の姿，天の日のよう
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であった。大王がこれをご覧になって，大いに喜ばれ，

　「この子の儀容は異常で，凡俗を超えている。きっと祖先の神霊の思し召しであ

　ろう。宗廟社穫の願いのこもった子だ。わたしは老境にあって，今日このような

　慶事を見ることなど，どうして予想したであろうか」

とおっしゃった。そうして何度も感嘆なさって，

　「あなたは貞明公主の子孫として，国の嬢となり，そうして，ご自分の身にこう

　した慶事をご覧になった。あなたの国家にとっての功績ははかりしれない」

とおっしゃり，さらに続けて，

　「この子をどうかちゃんと育てるように。衣服を倹朴にすることが福をたいせつ

　にする道理ですそ」

とおっしゃった。わたくしはそのおことばを聞いて，どうしてないがしろにするこ

とができたろう。

　わたくしはそれまで子どもを産むには年が若く，母となる道理をもっていなかっ

たが，今上を産んで，春に王子を亡くして痛惜したのが，秋にはふたたび国の慶事

となり，全宮中の喜ぶことは最初の王子の誕生のときに比べると百倍するほどで

あった。お母さまは臨月の前にやって来られ，お父さまは宿直なさって，七，八日

目にこの慶事を見たのであったが，両親のお喜びようといったら，極まりがないく

らいであり，またその子が異常なほど立派であったこともお喜びになり，わたくし

にお祝いをおっしゃった。わたくしが二十にもならない若さで，晴れがましく喜ば

しいことは人情として当然ではあったが，子が授かったのはわたくしの身の上への

天の思し召しであると思われ，心に不思議なことと考えた。

　辛未の年（1751）の十月，景慕宮は，夢の中で龍が寝室に入って来て，如意珠を

もてあそぶのをご覧になった。異常なきざしであるとお考えになり，その晩のうち

にすぐに白綾一幅に夢の中で見た龍を描いて，壁の上にお掛けになったが，そのと

きの宮の春秋は推し量るに十七でいらっしゃった。宮は不思議な夢を見たものだと

いぶかられたが，

　「子どもを得るきざしであろう」

とお考えになった。すでに十分に成熟した大人であったし，描いた龍のできばえも

すばらしかったので，はたして後の主上を得るきざしの夢であるとお考えになった

のだった。宮はいつもは寡黙で，きまじめでいらっしゃったが，幼な子を見ると，

いつもお笑いになって，わたくしを祝ってくださり，
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　「こんな子どもをもったからには，なにを心配することがあろう」

とおっしゃった。

　その年に紅疫が大いに流行して，翁主がさっそくかかられたので，大王さまは薬

院に，

　「東宮と玄孫をちがう所に避難させよ」

と命令なさったが，そのとき，玄孫の産後三七日にもなっていなかったので，お移

しすることがむずかしく，かといって，大王さまのご命令に背くこともできなかっ

たので，景慕宮は養正閣にいらっしゃり，元孫は楽善堂にお移ししたが，三七日と

はいえみどりごのからだが十分に大きくて，遠いところへ移すのにいささかも心配

がなかった。まだ乳母は決めていなかったので，年老いた宮女とわたくしのばあや

に任せたが，すでに景慕宮は紅疫にかかっていらっしゃり，内人たちもまたみなが

紅疫にかかっていて，面倒を見る人がないので，宣禧宮はみずからやって来てお世

話なさり，外ではお父さまが宿直して見守ってくださった。症状は順調に回復し，

熱があったものの，お父さまがつきっきりで看病なさった，その精誠はどう記録で

きるものであろうか。病がお癒えになった後，お父さまが書物を読んでさしあげた

ところ，

　「文章を読む声がすがすがしい」

とおっしゃったので，昼夜におそばに仕えて読んでさしあげた。そのとき，お父さ

まがお読みになった書物のすべてを記憶してはいないが，諸葛亮の『出師表』を読

まれて，

　「昔から君と臣の出会いで漢の昭烈と諸葛亮のようなものはなく，私はこの文章

　を読む度に賛嘆いたします」

とおっしゃって，また昔の賢君と名臣のことなどを話してさしあげたので，たとえ

病患のあいだのこととはいえ，その親しい付き合いは格別であった。景慕宮の紅疫

がほとんど癒えた後に，つづいてわたくしが病にかかった。産後にこのような疫病

にかかって，症状は軽くはなかったが，産まれたばかりの今上も発疹して，こちら

の方は，そのとき三月になったばかりだったのに，大きな子どもと同じように，順

調に回復なさったようだった。わたくし自身の病は重いので，どうしたものかと心

配して，宣禧宮はわたくしには玄孫の症状を子細には知らせないようになさったか

ら，わたくしはなにも知らずに過ごした。お父さまはわたくしのいるところにやっ

て来ては，また玄孫のいらっしゃるところにも往来なさったが，そのご心配はどう
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形容すればいいだろうか。ある晩のことなど，疲れてお這いになって，歩くことも

できないほどだったそうで，そうした事情というのも，わたくしの病がようやく癒

えた後になって，はじめて知ったことで，お父さまのご苦労とご心配はさぞかしで

あったろうと心苦しく思うのであった。主上の紅疹をばあやひとりが看病して，臣

下ではお父さまがひとりで面倒を見られた，その焦燥はどれほどであったかと思う

と，紅疫がすっきりと回復なさったことがまことに不思議なことに思われる。

　主上は紅疹の後，すくすくとお育ちになり，満一歳のころにはよく字を知って，

その早熟の様子は凡児とははるかに異なっていた。癸酉の年（1753）の初秋に大提

学の趙観彬を大王みずから問罪なさったとき，宮中のみなが恐れていたのに，ご自

身でその場に行かれ，「大声を出すな」とおっしゃった。二歳のときにはすでにこ

うした異常な知覚のおありになることがわかったので，三歳のときには輔養官66）

を定めて，四歳のときには『孝経』を学び始められたが，少しも幼な子のようでは

なく，文章を好まれたので，教えるのにいささかの苦労もなかった。大人のように

早くに櫛で髪を統き，洗面し，書物を置いて，お読みになった。六歳のとき，儒生

たちを呼んで宮中で講書会をなさったとき，大王は主上もお召しになって，龍床の

前で文章をお読ませになったが，その声が清らかで，すらすらとお読みになったの

で，輔養官の南有容が，

　「仙童が天降って，文章を読んでいる声だ」

と申し上げたので，大王ははなはだお喜びになった。このように主上の早熟のご様

子は古今に例がないほどで，幼いながらも，景慕宮に対して口に出さない中にも孝

行のことが数多くあったが，いったいだれがお教えしたことであったろうか。世間

の人びとはまさしく天人であると噂したが，実際，ありふれた人間でどうしてその

ようでありえたであろう。

　わたくしは若いうちにこのように優れた幼な子を得て，また甲戌の年（1754）に

は長女の清桁を産み，丙子の年（1756）には次女の清璃を産んだ。清句は気質が柔

和で寛厚であり，清嬉はまた穏和で慎み深く，ふたりは掌中の双玉というべきで

あった。わたくしの運命をだれが羨まないでいられたろう。実家の父母は善良でい

らっしゃる上に，功名と栄華が光り輝いており，兄弟姉妹にも恵まれて，なにひと

つとして心配がなかった。

　お母さまが宮中にやって来られるときには，季妹67）と季弟68）を前に立てて来ら

れた。季弟は父母の晩生の子で，たいへんなかわいがりようであったが，その性格
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も忠厚かつ寛弘であって，幼いながらに，末は大きな器となる気象があり，主上の

もとに連れて行くとたいへんかわいがってくださったので，わたくしはその将来を

期待する気持ちが小さくはなかった。わたくしが宮中に入った後に，お父さまとお

母さまはわたくしを忘れがたく，女子をお産みになられた。それが季妹であった

が，人ごとにその子の誕生を祝って，わが家では娘の生まれたことを幸いなことに

思い，全家中の喜びとみなした。わたくしも，わたくし自身がお父さまとお母さま

の膝もとに形見としてとどまったような気がして，うれしかった。その気品は美し

く，玉のようで，性行が孝友かつ妨順であったから，お父さまとお母さまも寵愛な

さり，兄弟姉妹の愛情が自身に過度に集まっても，決して驕ることがなかった。宮

中にやって来ると，両聖母と宣禧宮はみなお喜びになって，通明殿での大礼の時

も，宮廷中の内人たちみなが抱いてみて，あたかも明るい月と蓮の花を見るようで

あったことからも，その資質の優れていたことが想像できよう。わたくしがかわい

く思うのもただ姉妹の情からというのではなかった。わたくしにつきまとって離れ

ず，庚午の年（1750），五歳のときに，よくお母さまの後についてやって来て，わ

たくしがお産したことを聞いて，

　「国父がお喜びになり，わが家のお父さま，お母さまもみなお喜びです」

と，まるで大人のようなことをいうので，聞く者は賢いことをいうものだと感心し

た。孝純王后は装飾品を一つくださったが，その後，その装飾品をつけていなかっ

たので，

　「あなたはどうしてあの宝石をつけないのですか」

とお尋ねになると，

　「くださったものがもったいなくて，お后さまがいらっしゃらず，ご覧にならな

　いときには，つけません」

とお答えしたのだった。

　壬申の年（1752）の三月に国に悲しみがあったが，秋に宮中にやって来て，わた

くしを見て，涙を流し，死んだ子を育てた乳母の手をとらえてともに泣いた。その

とき七歳であったが，どうしてそのように大人びていたのだろうか。同じ壬申の年

の九月の大慶のとき，お母さまがやって来られたときについてきて，主上が誕生し

たばかりのわたくしを見て，

　「この坊やは丈夫に大きくなって，お姉さまには心配をかけますまいよj

といったので，左右がそのことばにうなずいて笑った。お母さまは，

192
一 24一

■



↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』e（梅山）

　　「子どものことばとは思えない」

とおしかりになったが，わたくしが，

　　「この子の今のことばはなによりで，どうかしからないでください」

といって，とめた。このとき，宮中での福禄が綿々と続き，家はまた繁盛して，兄

弟姉妹たちすべてが余慶にあずからないということはなかったから，宮人たちはみ

なわたくしを仰ぎ見て，お祝いをいわないものはなかった。

　景慕宮はお母さまを応接なさることが，普通の姑のようではなく，ねんごろで

あったので，お母さまは仰ぎ見て，畏れ多く，もったいないことと思い，あえてた

だの娘婿のようには接しはしなかったが，その精誠はいかばかりであったろうか。

お母さまが宮中にやって来られたときは，たとえ景慕宮はお怒りになっているよう

なことがあっても，

　「いえいえ，たいしたことではないのです」

とおっしゃって，すぐに顔色をお変えになった。

　甲戌の年（1754）に清街が生まれたときにも，お母さまは五十余口のあいだ宮中

にとどまり，いつもわたくしのそばにいて過ごされたが，景慕宮が親密におつきあ

いくださったので，お母さまはいつも感謝なさっていた。

　悲しいかな，景慕宮の気質はすぐれ，学問も進み，その気象も気品もほかにない

ほどすべてにわたって立派でいらっしゃったが，不幸にも，壬申（1752）と癸酉

（1753）のあいだに病にかかられた69）。わたくしの心配は無量で，お父さまとお母

さまの心中でのご心配もいかほどであったろうか。お母さまは昼夜に心労なさっ

て，みずから祈薦し，名山大川にまこころを尽くして祈られ，晩にはまどろむこと

もなく合掌して，天にお祈りをされたが，これはみな不肖のわたくしに代わっての

ことであったろうか。

　国のために至極のまこころがなければ，どうしてこのような心配をなさったろ

う。

　わたくしの長兄は，お父さまとお母さまが早く得られて，正しく教訓なさること

が厳しくて，文章も早く習得なさり，士気も高適で，行実も峻潔でいらっしゃっ

た。十五歳となるや，厳然として大ソンビのようにふるまわれた。家中のものはみ

な尊敬して，従僕たちも立派なご主人として敬い，同輩たちもあえて侮ることがな

いような，みごとな丈夫としての風格がおありになったので，貞献公はいつもわが

家の大棟梁とみなしていらっしゃった。お兄さまは癸亥の年（1743）に結婚しよう
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として，わたくしの大婚のことで延び，乙丑の年（1745）にやっと成婚なさった。

そのお相手というのは騙陽府院君70）の曾孫にあたる娘で，朝賀の資格をもつ従三

品71）の孫女であり，一世の名門の女子であった。幼いときから宮廷に出入りして，

三殿の寵愛をほしいままにしていたから，わが家の嫁になられることを知って，お

喜びになり，嫁入りのときにはわざわざ尚宮をおつかわしになり，両聖母はその日

の光景をお尋ねになったほどであったが，姻親のあいだでの誼みを厚くすることを

よくわきまえておられた。お兄さまが初めて宮廷にお出かけになったとき，資質が

清麗で，気品が高秀であり，その威儀と礼儀正しさが善を尽くして美しかった。す

べての戚臣の家の子どもたちのあいだに立つと，たとえば，鶏の群れの中に鶴がま

じっており，石ころの中にきらりと光る玉があるようでもあって，宮中のみなの眼

がおどろいて見つめ，称賛した。おふたりが連れ添われたのは実に短く，長いあい

だではなかったが，天の結び付けたようなお似合いの夫婦であり，わが家の宗孫・

宗婦はおおぜいの中で特に優れていらっしゃったので，お父さまとお母さまのこれ

を重んじになることも，また世間に類のないほどであった。続けて女子が生まれ，

長く男子が生まれなかったので，お父さまとお母さまははなはだご心配になってい

たが，乙亥の年（1755）の四月に，おまえ72），守栄が生まれて，むつきの中であっ

ても，骨格が秀で，容貌が冠玉のようであったから，お父さまとお母さまがおかわ

いがりになるご様子は万金を見るにも過ぎ，期待なさることは千里を駆ける駿馬に

対するようであった。わたくしにみずからお手紙を書かれてお喜びであったが，そ

れはお父さまとお母さまの後継ぎがまさに生まれ出たことで，わが家にとっての喜

びははかりしれなかったのだ。

　その後，大王がおまえをご覧になって，たいへんかわいがってくださり，名前を

守栄とつけてくださったが，幼くしてこのような光栄はなく，主上もまたたいせつ

にしてくださったが，おまえのように子どもの時分からこれほどの恩恵をいただい

た者がいったいどこにいよう。

　おまえが生まれてからというもの，わが家にはなにも思いわずらうことなどはな

くなったはずだったのに，悲しいかな，乙亥の年（1755）の八月にお母さまの葬事

があって，だれであっても母親を失う悲しみはたとえようがないものだが，わたく

しのていたらくといえば，天地の問にひとり取り残されたようで，悲しみのあまり

世界に呆然として，どう生きていけばわからないほどであった。お父さまはすばら

しい配偶者を失われた悲しみの上に，お母さまを亡くしたわたくしのことをいっそ

194
一 26一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』H（梅lll）

う悲しんでくださったので，わたくしは身体をそこなわないように，お父さまのた

めにも気をつけたが，この限りない悲しみにどうして片時でも耐えられたろうか。

発葬の日，宣禧宮はみずからやって来られて，わたくしをなぐさめてくださること

が．まるで実母のようで，こうしたいつくしみは普通の家の姑と嫁のあいだでもな

いことなので，わたくしは感動して，あえて悲しみを押し隠すことをしなかった。

葬事をすませて，ご挨拶にうかがったとき，両聖母はわたくしの手をとらえ，涙を

流しながら，お母さまを惜しんで悲しんでくださった。深い悲しみの中にもこうし

た光栄を受けることがあったのだった。

　わたくしはこの悲しみをこらえて，かろうじてこの世にとどまっていたものの，

真実に生きようという意志もなかったので，大王はあまり悲しまないようにとおっ

しゃり，貞聖王后と宣禧宮は，

　「執葬のことがすでに過ぎており，衣服の礼節が国の礼節とはちがっています」

とおしかりになったので，わたくしはさらに喪に服してまこころを尽くすことがで

きないのを悲しんだ。

　仲弟の妻73）と叔弟の妻74）は，再従兄弟として，相嫁となってやって来たのは，

めずらしいことであった。仲弟の妻は賢淑かつ柔順であり，叔弟の妻は温順かつ孝

友であったので，お父さまとお母さまはたいへんお喜びになった。まもなくお母さ

まがお亡くなりになったが，そのとき，ふたりの嫁の歳は十七と十五であって，ど

うして成人としての心構えがあったろう。さらにかわいそうであったのは，季弟の

歳が六歳だったことで，これはお父さまがそのお母さまを亡くされたのと同じ歳

で，悲しみを知るか知らないかの年であった。季妹はもの心がついていて，たいせ

つな人を失った深い悲しみの表情をたたえ，季弟をかわいそうに思って，たがいに

寄り添って慰めあう様子は大人のようであった。季弟はお祖母さまの愛を受け，季

妹は兄嫁が後見なさったので，衣服飲食の心配はいささかもなかったが，弟妹の心

細く頼るところのないありさまを，わたくしは片時として忘れることはなかった。

季妹の手紙には母親を亡くした悲しみが紙面いっぱいに書いてあり，わたくしはそ

れを見るたびに，その一字一句ごとに涙が一滴こぼれるのだった。

　丙子の年（1756）の二月，お父さまは広州留守におなりになった。お別れするの

が悲しく，とりわけお祖母さまを連れて行かれることになって，わたくしはお母さ

まと同然に考えていたので，いっそう悲しかった。その年の閏九月に，わたくしは

清嬉を産んだが，お産のとき，お父さまはお母さまの亡くなったことをあらためて
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実感なさった。わたくしの陣痛はひどかったが，臨月の身体を世話する人もなく，

喪中の質素な食事も長かったので，精魂もつきはて，危なっかしい状態であった。

大王は心配なさって，お父さまに命じて，薬を多くくださり，ようやくのことで無

事に出産することができたものの，悲しみが骨を刻むかのようで，産後の虚弱がは

なはだしかったので，お父さまはたいへん心配なさった。その月にお父さまが平安

監司となって，旅立たれる心中はまたいかほどであったことか。私的な情としては

つらいものではあったが，王命は重く，支度を急いで赴任なさった。その年の十一

月には景慕宮が痘疹を患われ，お父さまはいつもみずからが微力であることを残念

に思っていらっしゃったが，千里の関外でこの消息を聞いて，昼夜に冷所で起居し

てお祈りなさって，ソウルでの安否を聞こうと焦心のあげく髭が真っ白になったほ

どであった。幸いにも，病いが癒えて，すっかりお元気になられたのは，宗社に

とっての莫大な慶びであった。その後，百日もならないうちに，貞聖王后がお亡く

なりになったが，そのとき，景慕宮のお哀しみになる孝心がご立派で，だれもが感

服した。因山75）の際，黎民士庶がそれぞれ景慕宮のこ哀惜になるご様子を拝見し

て，感泣したものであった。そのころ，国事はしだいに思わしくなくなって，痘病

の名残も久しい間とどまった。

　お父さまは五月にはソウル勤めに戻って来られることになり，父娘がはなればな

れになって，また会う喜びは大きく，さまざまな心配があったが，たがいに顔を見

交わすと，ただ涙がこぼれるだけであった。十一月に大王が激高なさる事件があっ

たが76），お父さまは忠義の心を忘れることなく，自身の立場では当然のお耳に障

るようなことも申し上げて，大王を怒らせることになり，職を削られ，城門の外に

追い出されなさった。甲子の年（1744）の結婚以来，大王のわたくしを愛してくだ

さることは変わりなく，困難な局面においてもわたくしへの寵愛はやむことがな

かったのだが，このとき初めて厳しい命令を受けて，身を隠すところも知らず，下

室に下がらざるをえなかった。だが，それもしばらくのことで，お父さまの復職の

命令が下りて77），わたくしをまた呼び戻し，お示しになるご慈愛は以前とすこし

も変わらなかった。さまざまの事柄において恐縮して，至極であった聖恩に対し

て，身を割り，骨を粉にしたとしても，どうして報いることができようか。わたく

しの経験したことはきわまりなく，その事情をふたたび書きしたためようとして

も，筆にすることばが見つからず，また記録することもできない。

　国運が不幸で，貞聖聖母のお亡くなりになった翌月，仁元聖母がまたお亡くなり
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になり78），両殿にお仕えしながら，おふたりの至極の慈愛を受けたわたくしは，

一朝にして悲しみが重なって，頼るところもなくなってしまったが，その思いはな

ににたとえられようか。わたくしは身を貞聖聖母のもがり殿の近くに置き，わずか

ながらも誠をつくそうとして，午の時の祭祀と朝夕の実泣を五か月のあいだ一度と

して廃することなく行ったので，わたくしを愛してくださった仁元聖母を看病し

て，その恩恵に十分に報いることができなかった。病が日に日に重くなっていか

れ，貞聖聖母はすでにいらっしゃらず，相談する相手もいずに，わたくしはひとり

で焦燥しているほかはなかった。大王は昼夜に薬湯をさしあげ，衣帯を解いてお休

みになることもなく，いよいよご心痛であったが，お亡くなりになった後，大王を

拝見すると，そのこ衰弱ぶりが心配で，心細く，哀しみが深く極まりなかった。

　両殿の三年の喪をようやく終え，己卯の年（1759）に，大王の再婚の嘉礼が執り

行われたが，そのとき，口に出せないものの，気苦労が多かった。宣禧宮はわたく

しに対して，

　「貞聖王后のお亡くなりになってしまった上は，この嘉礼を行って，后の位を定

　めることは国家の大事です」

とおっしゃって，大王にお祝いを申された。また，嘉礼のお支度をみずからなさる

のにまこころをお尽くしにならないということはなく，宮中の様子が変わるのを心

からお喜びになって，大王のために尽くされる徳行は，それはすばらしいもので

あった。嘉礼の後，景慕宮が朝見なさったが，その礼儀には至極ご注意なさって，

うやうやしい態度であり，天性の誠孝がこうしたはしばしに現われるのだった。両

殿が安らかでいらっしゃれば，おのずと喜ばれたかもしれないが，亡くなってしま

われた今，事情は宮中のすべてが知るところであって，至極の悲しみを，天を仰い

だところで，どうすることもできなかった。

　景慕宮の気質は孝友と慈愛に富んでおられ，わが子の主上を尊くお思いになるこ

とは，比べるものがないほどで，郡主たち79）にさえあえてご覧になれないように

なさり，賎しい者たちの目に触れないように，名分を厳しくお定めになった。和

順，和平の両翁主に対しては姉君としてうやうやしく接し，和協翁主に対しては先

朝における不遇を気の毒に思って，さらにたいせつになさって，その葬事にははな

はだお悲しみになった。

　鄭氏の妻になられた和協翁主に対しては，普通の人情として考えれば，先朝にお

いて偏愛なさったので，ご自身では当然冷遇されるはずであったのに，すこしも分
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け隔てをなさらなかった。凡人としてこうした場合に遭遇して，それに対処するの

に，どうしてそのように立派にふるまえようか。

　辛巳の年（1761）の三月に主上が入学なさり，その月に元服の冠礼を慶煕宮にお

いて執り行われたが，景慕宮は行ってご覧になることができず，わたくしもまたひ

とりで行って拝見することもできなかったので，母親の自然な情として物足りず，

また気掛かりは限りがなかった。

　お父さまはこのとき困難な局面にいらっしゃり，王さまの恩恵にも報いようと

し，また世子も保護しようとして，心労が過ぎて，胸の病が篤く，しばしば関格

症80）におちいっていらっしゃった。わたくしを見れば，天を仰ぎ，

　「国事が太平であれ」

とおっしゃって，合掌なさったまごころは，上天が明らかに見そなわし，神明がか

たわらにいらっしゃってご存じであろう。これは決してお父さまに対しての私情で

書くのではない。

　辛巳の年（1761）の三月にお父さまは大拝81）なさった。そのとき，大臣がいず，

大王はお病気でいらっしゃったものの，大臣の職をつとめようというのがどうして

お父さまの本心であったろうか。お父さまはみずからは辞退なさったが，聖恩が至

重だとして，安閑とはしておられず，千万の気掛かりが次第に大きくなって，ひた

すら身を尽くしてでも国恩に報いるべきだとお考えになった。いつになったら気掛

かりがなく，また，いつのUになったら心配がなく，安穏にお過ごしになれるのだ

ろうか。宗廟に雨を祈るとき，献官82）として行かれ，祭りを行われたが，歴代の

神位を拝して，

　「祖宗よ，どうかお助けくださって，国家が平安でありますように」

という祈りのことばを封書になさったが，わたくしはそれを読んで，悲しくて泣い

たことであった。

　お兄さまが庚午の年（1750）に小科83）に通って，宮廷に参られた。景慕宮はご覧

になって，

　「意志と気概が備わっている」

とおっしゃった。辛巳の年（1761）には登科84）して，講書院85）の官員として世孫

によく仕えて学問にはげみ，今の主上に対して功績が大きかった。お兄さまが講書

院に宿直のときには，兄妹でしばしば会って，国家の事を憂い，翌朝はにわかにた

がいに．知らないそぶりをした。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』口（梅［1」）

　辛巳の年（1761）の秋，世孫の墳を選ぶことになって，清風金判書聖応の母親の

還暦のお祝いにお父さまが出かけて，今のお后の幼い姿を拝見して，平凡ならざる

資質でいらっしゃるということを申し上げたところ，景慕宮は金公時黙86）がさし

だした娘の単子をご覧になって，お気持ちが大きく傾かれた。全宮中の議論もひと

つに帰して，墳を決定することになったが，これは天の定めでもあったのだろう。

景慕宮がその嫁をたいせつになさって，愛情をお傾けになることはひとかたではな

く，また金氏の女子もやって来て，特別に深い愛情をこうむったのだが，まもなく

して，景慕宮はお亡くなりになってしまった87）。金氏の女子の悲しみは深く，歳

月がたつほどに追慕の気持ちも強くなって，ことばがそれに触れることがあれば，

今にでも涙が流れ出さないということはなく，恩恵をこうむったからとはいえ，孝

誠の思いがなければ，どうしてそのようにふるまえようか。

　お后が二度目のお目見えを行ってすぐに，天然痘におかかりになり，それにつづ

いて主上もまた痘疫におかかりになって，順調なご回復ではあったが，三度目のお

目見えがさしせまったときに，つづけて大きな病いを患われ，わたくしの気苦労は

またいかばかりであったことか。主上の成痘は辛巳の年（1761）の十一月の晦日か

らのことで，十二月の千日ごろにはおなおりになったので，人びとも大いに喜ん

で，国家の慶事であった。大王も大いに心配なさった後でお喜びも大きく，景慕宮

がお喜びになったのもまるで昨日のことのようで，わたくしも自然な情理として重

い病に対して手を合わせてお祈りして，安らかに回復なさることを天地神明に祈っ

たが，お父さまが宿直して気を揉まれた真剣なありさまはなににたとえられよう

か。祖先の霊が守護して，両宮はしだいに回復なさり，十二月には三度目のお目見

えを行って，壬午の年（1762）の二月二日に嘉礼を順調に執り行ったのは，国家の

慶事としてこれ以上のものはなかった。

　だが，なんと悔しく，悲しいことか。某年某月某日のことを88），わたくしはど

うしてすこしでも話すことができようか。天地が閉じふさがり，日月が光りを失う

変事に出会い，わたくしにどうして一時でもこの世にとどまろうという思いがあっ

たろうか。刀を取って，みずから生命を裁とうとしたが，傍らの者が刀を奪ったた

めに意のままにならなかったのだった。十一歳の世孫に重なる至痛を残すまいと思

い返し，わたくしがいなければ，世孫の成長をだれが見届けるのかと，こらえにこ

らえて，母としての生命を保つことにして，天に向かって泣き叫んだ。そのとき，

お父さまは厳しい命令によって，東大門の外にとどまって，謹慎なさっていたが，
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ことが一段落した後に，お亡くなりになった。そのきわまりのない悲しみをだれが

知ろうか。その当口，昏倒して，かろうじて生き存えていらっしゃったが，ご自分

のためにはどうして生に執着するお気持ちがおありであったろうか。わたくしの気

持ちと同じく，ただ世孫を保護しようというまこころだけをもって，生き存えてい

らっしゃったのだ。この赤心の情熱は鬼神だけが知るところであって，他のだれが

知りえよう。その日の晩に，わたくしは世孫をお連れして，実家に戻ったが，その

悲しみにくれて，すさまじいありさまは，天地もまさに光りを変じたかのようで，

たとえるべきものがない。

　大王はお父さまに，

　「なんじは生き存えて，世孫の後見をするように」

とご命令になったが，このご命令は限りなく重く，お父さまは世孫のために感極

まってお泣きになった。お父さまは世孫を撫でさすりながら，

　「聖恩にお報いしなければ」

とおっしゃり，わたくしどもを戒められたが，わたくしの悲しみはまたいかばかり

であったことか。その後，ご命令を守って，明け方に戻るとき，お父さまはわたく

しの手をとらえ，中庭で声を失うほどにお泣きになって，

　「世孫に仕えて万年を享受し，老境の福禄はなんとすばらしいものではないか」

とおっしゃったが，そんな皮肉に対してわたくしの悲しみは万古にまたとないもの

であった。景慕宮の因山の前に，宣禧宮がやって来られ，わたくしをご覧になった

が，お気の毒で，お哀しみになっているご様子はまたいかばかりであったことか。

年老いたお身体に哀惜が過ぎて，かえってわたくしが苦しみに耐えながら，なぐさ

めてさしあげ，

　「世孫のためにお身体をたいせつになさってください」

と申し上げた。宣繕宮は，葬礼の後に，慶煕宮にお戻りになったが，わたくしの心

細さはいっそうつのり，頼るところはどこにもなかった。八月には大王に拝した

が，わたくしが心の中に抱いている思いがどのようなものであるかについては触れ

ず，ただ，

　「母子ともに健やかであるのは，ひたすら聖恩によるものです」

と，泣きながら，申し上げた。大王は手をとって，お泣きになり，

　「あなたをそのように哀しませるつもりはなく，わたしはあなたを見るに忍びな

　い。だが，あなたがわたしの心を穏やかにしてくれるのは，まことにけなげなご
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』O（梅山）

　とだ」

とおっしゃることばを聞いて，わたくしの気持ちはいっそうふさがったものの，ね

ばりつよく生き残ろうという思いも強くなった。また，わたくしが，

　「世孫は慶煕宮にお連れして，教育を受けることができるようにお願いいたしま

　す」

とお頼みしたところ，

　「あなたは世孫と離れて，耐えられるのか」

とおっしゃったので，涙が流れたが，

　「離れて寂しいというのは小事であって，上にお仕えして学ぶのは大事です」

と申し上げた。そのことばが受け入れられて，世孫を参らせることになったが，母

子がはなればなれになる情理はことばにするのも難しい。世孫はすこしもわたくし

のもとを離れたがらず，泣き泣き，出て行かれ，わたくしの心も刀で切られるよう

で，耐えて過ごしたが，聖恩はますます重く，世孫をおかわいがりになることが至

極であった。宣禧宮は子を思う情を移して，世孫に悲しみの心をそそぎ込み，座臥

と起居のいちいちについて，また飲食およびその他について，決してなおざりにす

ることなく，一つの部屋に泊って，暁前に，

　「書を読まれるように」

といって，お送り出しになった。七十の老人がいっしょに朝早くお起きになって，

朝ご飯のお世話をなさったが，世孫が食事をお召しあがりにならなかったら，祖母

のまこころとしてむりやりにでもお口につめこませなさった。宣禧宮のそのときの

お気持ちをまたどうして推し量ることができようか。

　主上は四，五歳のときから，書を好まれたが，別々の宮殿に離れて過ごして，書

を読んでいらっしゃらないのではないかという心配はいささかもしなかったもの

の，「1に日にあちらに思いを掛けながら過ごしたことであった。世孫が母親を恋し

がる情は切実で，王さまのおそばに仕えて眠り，明け方に起きてわたくしのもとに

お手紙をお書きになり，書錘の場にお出かけになる前にわたくしからの返事を見

て，気持ちを落ち着けになった。母親を忘れない心情はおのずとそうしたもので，

三年をたがいに離れて過ごしたものの，以前と情は同じようで，どれほど成長な

さったことかとしのばれるのであった。わたくしの持病がしばしば現われ，三年の

あいだ病が去ることがなかったが，世孫はかねてより気になさって，医官と相談な

さり，薬を作らせてお送りくださったのは，まるで大人のすることのようであっ
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た。これは，天性の孝行ともいうべきで，十余歳の若年でどうして事ごとにそのよ

うに大人びなさっていたのだろうか。

　その年の九月に千秋節89）があって，わたくしは居所を移す気持ちはいささかも

なかったが，ご命令によって，やむをえず参ることになった。わたくしの居所は景

春殿の南の小さい建物で，王さまはその建物の名を嘉孝堂とつけて，懸板にみずか

ら文字をお書きになって，

　「あなたの孝心に対して，今日は報いようと，筆を執って書いてみたのです」

とおっしゃった。わたくしはそれをいただいて，涙が流れ，もったいないと不安に

なったが，お父さまもやって来られて，感祝なさって，家中の封書にはいつもその

堂号を書いて通わせるようになさった。

〔訳注〕

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

筆者の父親の洪鳳漢。

筆者の母親の韓山李氏。

洪鳳漢の長孫で，筆者の兄の洪楽仁の長子。

壬午の年（1762）に亡くなった夫の思悼世子を追慕する情。

筆者の祖父の洪鉱輔。

贈貞敬夫人，全州李氏。

洪楽仁。

宣祖の附馬（婿のことをいう）、すなわち，宣祖の…女の貞明公主の夫となった

洪柱元。筆者の五代の祖となる。

9）

10）

11）

12）

13）

14）

15）

洪柱元の一男の洪万容。

洪万容の・．’男の洪重箕。

洪重箕の一’男の洪錫輔。

李朝宣祖の代の名宰相であった芦斗寿（1533－1601）。

礼曹判書贈匡輔国崇禄大夫議政府領議政。

星州李氏。朴玄石の門人の李世撲の娘。

士，士人の意味から，官職につかない学者をも意味し，さらには学問と徳行をか

　ねそなえた人物に対する敬称ともなった。

16）副提学李徳重の妻。ちなみに，日本における親族名称は中国のそれを借用しなが

　らもずさんである。正確には，父方のオバ，つまり父の姉妹については「姑」を

　使って，それに伯，仲，叔，季をつけて，長幼の順を明らかにする。伯姑，仲姑，

　叔姑，季姑とするわけで，日本では誤用しているが，伯母と書けば伯父の妻，叔母

　は叔父の妻をいうのが正しい。
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17）

18）

19）

20）

21）

22）

青綾君の息子の観察使李彦衡の妻。

吏曹判書趙畷の妻。

仲父洪騒漢の妻。

〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』e（梅山）

このとき李漢が黄海道観察使であった。

筆者にとっての外祖父の李漢。

母方のオジについては「舅」を使うのが正しく，ここでは母の兄の李乗健。ちな

みに母方のオバについては「嬢」を使う。

23）

24）

25）

26）

27）

28）

29）

季母は季父の妻。

成均館の最高位。

洪錫輔の息子の洪象漢。

景宗とその王妃の魚氏の陵。京畿道高陽郡にあった。

処女単子。すなわち適齢期の処女をもつ家が申告すること。またその申告書。

英祖妃。達城府院君徐宗悌の娘。達城徐氏。

英祖の妻妾の一人。思悼世子の母である李氏。宣禧宮というのは彼女を祭るお堂

　の号。

30）英祖の三女。母は宣禧宮。錦城尉朴明源に嫁した。ちなみに，王の嫡出の女子を

　公主といい，庶出の女子を翁主という。

31）

32）

33）

34）

35）

36）

37）

38）

39）

40）

41）

42）

43）

44）

45）

46）

47）

　昌慶宮の中にある宮殿。

宮廷で働く女官。宮女。

　曾祖父世代の遠い親戚。

　祖父世代の遠い親戚。

すべての内人を監督指揮してさまざまな宮殿の用を果たす内人。

　本家。筆者の家は分家に当たる。

　英祖の三女の和平公主の夫の錦城尉朴明源。

　洪錫輔の息子の洪象漢。

　洪象漢の妻の魚氏。

舅（おじ）の知礼公の妻の南陽洪氏。

　外祖父李漢の娘の金生員の夫人と宋参判の夫人。

　昌慶宮の景春殿の北側にある。緑の瓦で葺かれた高麗時代からの建物。

　ここでは，英祖，仁元王后，貞聖王后をいう。

　粛宗の継妃。慶恩府院君金柱臣の娘。

英祖の一男孝章世子の嫡の豊壌趙氏。正祖がその兄をしのんで追尊して真宗大王

としたので，王后とある。

　宣祖の継妃の仁穆大妃の一女。永安大朴柱元に嫁した。

　昌徳宮の正殿。
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48）

49）

50）

51）

52）

53）

54）

55）

56）

57）

58）

59）

昌徳宮にある坤殿の正堂。

昌慶宮にあった殿閣で，王世子の居所であった。

儲承殿の横にあった建物。

ここでは，仁元王后，貞聖王后，宣禧宮の三人。

李朝の太祖と粛宗の画像を祭る建物。

ソウルの中心にあって，李朝歴代の王の神位を祭る。

思悼世子の宮号。

粛宗の継妃の仁元王后の実家の慶恩府院君金柱臣。

英祖妃の貞聖王后の実家の達城徐氏。

李朝では南北老少の党派に別れ，たがいに論難しあう党争にあけくれていた。

正祖・卜四年辛戌（1790）の後の純祖の誕生をさす。

英祖には十二人の女子があり，宣禧宮の腹に限っても早逝した女子を含めて五人

がいた。

60）

61）

62）

63）

64）

65）

66）

67）

68）

69）

70）

71）

72）

73）

74）

75）

76）

　旨を呼びつけて問責した。洪鳳漢は王に諌言して，職を削られ，

　れた。

77）　同年の十二月に特赦があって，前職に戻された。

78）　英祖三P三年r丑（1757）二月十五ll，昌徳宮観理閣において貞聖王后が昇退。

　同年三月二｛一六H，仁元王后が昌徳宮永慕堂にて昇運。
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和協翁主と和緩翁主。

洪楽信。

洪楽任。

大将の伝令として護衛をし，また親旗，令旗をもつ兵卒。

王の被る冠の．．’種で，頂が平になっているもの。

王。以後この書物では恵慶宮所生の」1三祖をさす。

元子，元孫を輔育し，教導する官員。

後に李復…の妻となる。

洪楽倫。

景慕宮に精神異常が現われた。

粛宗の国舅である嚢陽府院君関維重。

関維重の次男の閲鎮遠。

この書物は洪守栄に向けて書いている形をとっている。

洪楽信の妻の林川趙氏。父は吏曹判鳥趙明鼎。

洪楽任の妻の同じく林川趙氏。父は応教の趙明健。

工，王妃，“1三世子などの棺を山に納めること。

英祖三十三年丁丑（1757）の1－・一月，王世子が七月から進見を欠席して，王は承

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソウル外に追放さ
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79）

80）

81）

82）

83）

84）

85）

86）

87）

88）

89）

〔翻訳〕恵慶宮洪氏『閑中録』←う（梅山）

王世子の女子を郡主という。ここでは，清桁と清璃。

食欲がなく，吐き気がして，大小便の出ない症状という。

議政の職に任じられることをいう。

国家が臨時の祭りを行うときに派遣した祭官。

生員と進士とを選ぶ科挙。

文科に及第すること。

世孫講書館。すなわち，王世孫に経典を教える官庁。

金聖応の子，正祖の国舅清原府院君。金道泳一金聖応一金時黙。

英祖三十八年壬午（1762）に思悼世子が亡くなったこと。

壬午禍変。英祖三十八年壬午閏五月十三日，思悼世子が処刑された。

王世子の誕生日。ここでは王世孫の正祖の誕生日をいう。

①　豊山洪氏系図
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②　韓山李氏系図
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③　李朝王室系図
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